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日本産タマムシ科概説 (15)
黑 沢 良 彦

XI. Subfamily Trachydinae チビタマシ,Mi科 拡げて行ったものであろう。従って, 生きた植物を
先のナガタマムシ_IIE科 A9「ilinaeに含められるこ 食べるナガタマムシ亞科やチビタマムシ亜科はその
ともあるが, 本識i第4 号(1968)に掲げた亜科の検索 進化の頂点にあるものと考えてよいであろう。なお
表の中で示した通り, 両中基節高の間は前基節高間 チ ビタマムシ 科には車本を食べるものが多いが,
の距離よりも幅lが広い点で これは乾燥気候への適応で
ナガタマムシ亜科から区別 あって, この科の食性はあ
される。 小型種は次のケシ
ツブタマムシ.l]Ii科 M ast o -

geniinaeにも似て来るが,
前胸背の後縁:;t 常に波曲
し, 一直線ではない点で異
なる。
小型の種類ばかりを含
み, 体長7 mmを超す種類
はほとんどない。極地とニ
ュージーランドを除くほと
んど全世界に分布し, 多く
の属を含む。 小型種が多い
ので, 特徴を把握し難く,
広分布の大属が多い。
加害植物は双子葉械物が
主であるが, タマムシ科の
中ではこのグループになっ
て始めてイネ科などの単-f-
葉植物につくものが現れ
る。また, 中には:i-歯植物
につく種類も現れるが, 恐
らく , これは原始的な食性
ではなく , 双子葉植物に加
害するのが原則であったの
に, 二次的に羊歯械物に転

ホソ ッ ツ タマム シ 「aracyl i '1drom ,・j)/i us
jaPanens,s ( vヒ降 ,  l l本民 lK鑑,

化したものと考えた方がよいであろう。 このことは,
ナガタマムシ亜科とチビタマムシ亜科では, 他の亜
科では普通的に見られる裸子植物への加害例が全く
見当らなく, 両亜科はタマムシ科の中では比較的最
近になって急激に分化したものであると考えられる
からである。恐らくタマムシ科の食性はコメツキダ
マシ科Eucnemidaeのような朽木を食べるものか
ら発展して来たもので, 次第に枯木, 生木と食性を
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く までも木本が中心であ
る。
チ ビタマムシ 科のうち
細長い体をしたものの多く
は木校や革の茎に°穿 入する

'

孔虫 (stem borer) であ
るが, 短小な体をしたもの
の幼虫の多くは葉肉に1替一入
する港葉虫 (leaf miner)
である。
日本を含む東亜に産する
属は次の9 属であるが,  こ
れは次の3 族に分けられる
であろう。

1 - 一後開節第1 節は第
2 節より明瞭に長く,
第2, 第3 節を合した長
さとほぼ等しい一ー一
A. Cylindromorphini

- 後 節第1 節は第
2 節とほぼ等長一 - 2.

2. 一脛節は腿節の下方
にある tillの中に受け入

1950) れられる一 B. Aphan is-
ti cini

一  節は自由 C. Trachydini
A. Tribe Cylindromorphiniホソツッタマムシ族
ナガタマムシ亜科のナガタマムシ族と次のケシタ
マムシ族を結ぶ中間に位し, 後開節の構造はナガタ
マムシ族であるが, 頭部の複限の位l置, 触角 の構造
頭橋の形などはケシタマムシ族に近い。  しかし, 食
性や複限の位置に重点を置き, 本族をチビタマムシ
亜科に移した。 L. SCHAEFER, ( l949) は本族と次族



の特徴に複限が前胸1.fの前縁からはるかに距つた所
にある点を挙げているが, 次族に入るェグリタマム
シ属 Endelus H. DEYRoLLE,1864 の中には, ほと
んど前緑に接するものから - しく距つた所にあるも
のまであるし, 新大陸のTaPhrocerus SoLIER, l833
や Brachys DEJEAN, l833 などはいずれも前胸背
の前縁から多少へだたった所に複限が位置している
ので, 複限の位置を族の分類に使うことは出来ない。
本族はョー ロツパ, アフリカ , マタ°ガスカル, ア
ジアなどに3 属約100種を産するが, サハラ以南の
熱帯アフリカに最も種類が多い。主として乾操地の
種類であるが,  インド'からジャワ, ポルネオ,  フイ
リビンに l る熱特アジアにも約10種が知られている。
東f区には次の3 属を産するが,  口本にまで分布する
のはその中の1 属だけである。

1 .   一触角は11節一 - - - - - - - - - - 2

一触角は10節, 体はやや短太 - - - -
- - - - - - -34. Cantomus THilRY, 1929

2.   一前胸l fに内側隆線がある - - - - -
-35. ParacylindromorPhus THtRY, 1928
一前胸背に内側隆線を欠く  - - - - -

36. CylindromorPhus KIESENwETTER,1857
34. Genus Cantonius THERY,1929 カントンタ
マムシ属
中国南部の広東産のC terryi THERY,1929 と共
に新属新種で記破された属であるが, その後中国と
ビルマから4 種が記載された。 ホソツツタマムシ属
のように細長い簡状ではなく, やや短太で後方に多
少拡がる 類が多い。 中国からビルマにかけて5 種
類が知られている。 或いは台湾あたりから発見され
るかも知れないが,  目本からは望みがないであろう。

35. GenusParacylindromorphus THERY, l928
ホソツツタマムシ属

アフリカ,  ョー ロツパ, アジアに約70種を産する
が, サハラ以南のアフリカに最も多く, 今でも新種
が追加されている。其他では, 北アフリカに4 種,
ョー ロツパに1 總, 中央アジアに3 種, インド'から
ジャワ, フイリビンに至る熱帶アジアに約10種, 中
国に6 種, 台湾に l , アムールから1 種,  日本か
ら 2 種が知られている。 幼虫はイネ科械物の茎の '
孔虫であるが, 幼虫の判明している種類はョー ロツ
パの l 種だけである。
日本からは上記の通り2 種が記載されているが,
その他に, アムー ルから記載された種類も産するの
で, 合計3 種を産する。

1. P. jaPane'tsis (E. SAUNDERS,1873) ホソツ
ツタ マムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州),   朝
鮮, 中国。 体長 3.9~5.2mm。 暗い唐金色,  翅端
は細かい鋸歯状, 翅報の は中央までで, それ以後
は弱まり次第に消失する。 A.THERYは1928 年に本
種をョー ロツパに広く分布する P. subuli fiormts

(MANNERHEIM, 1837) のシノニムにし, 1942年に
はその亜種として取り扱っている。  しかし, 東亜の

ものは,  ヨーロッパから中央アジアにかけて分布す
る sl‘buuformisとは異つた独立種として取り扱い
朝鮮, 満洲, 中国などのものは japanensisの亜種
とした方がよいであろう。 ただし, 大陸のものはま
だ命名されてぃなぃ。幼虫はススキにつく らしい
が, はっきりした形態の記載はない。アレチノギク
などいろいろな植物の葉上で見つかることが多い。
本種の種名は japanensisが正しく , japonensisは
誤りである。 クロタマムシのIIE種名も同様である。

2. P nc11fen THERY, 1936 アラ メ ホ ソ ツ ツ タ

マムシ 分布 : H本 (本州), 朝鮮, 満洲, アムール,
前種によく似ているが, 細長で, 前胸l fが後方に強
く狭まり, 翅 の酸が後方%まであり, 翅端は細く,
腹端節の形が異なる。 アムール地方から記載された
種類であるが, 私は満洲の 丹江, 朝鮮の水原産の
標本を検し, さらに山梨県目一利山産の l 9 (26. vil,
1956, 佐々 治寛之氏採集) を検した。

3. P tokioensis THERY, 1936 トウキョウホ
ソツツタ マムシ 分布 : 日本 (本州)。1936年にA.
THERYが東京から記載した種類で, ホソツツタマム
シにとてもよく似ているが, やや大形で, 翅端が全
く鋸歯状を さない。 はこれに当る標本を見たこ
とがない。

36. Genus Cylindromorphus KIEsENwETTER,
1857 ヒメホソツツタマムシ属
ヨ ーロッパ, 中央アジア, モンゴルなどに約20種

を産する。革原の種類で, 体長2.3mm. 幅0.4mm
と云う微小な種類もある。 東亜ではモンゴルのキヤ
フ タ (Kiachta) から C mongolicus OBENBERcER,
1934が知られるだけである。 満洲あたりには産する
かも知れないが,  日本からは期待できないであろう。

B. Tr ibe Aphanist icini ケシタマムシ族
脛節が腿節の1111の中に1?入するので, を拡げた
標本を作るのに苫労する一群である。 APhanisticus
属のように複限が前胸背の前縁から離れて位置する
ものから Galbe11a属のように複限が一部前胸背板
の下に隠れて見えないものまでいろいろあ り,   L.
SCHAEFERを始めフランスの研究者が扱っているよ
うな, 複一限の位置によってAphanisticiniケシタマ
ムシ族と Trachydiniチビタマムシ族を分けること
は不可能である。 A. DEscARPENTRIEsは Aphanis-
ticus と Endetus 両属のみ Aphanisticiniに含め,
残りは Trachydini に合めた (1963, 1964) が,
Ende'us属の中には複限が前胸背の前緑にほぼ接す
るものから, はるかに離れて位置するものまで, 各
種の段階があり,  ョー ロツパでこそ複限の位置で族
を分けることは可能であるが, 他の地域のものでは
不可能である。 従って, はこの特徴を用いるのを
選け,  新たに腿節の構造をこの族の特徴として採
用した。 しかし,   この特徴を基にする限り,  従来
Trachydini に含められていた Pachyscetus
SoLIER, l833 及び Galbeua WESTWOOD, 1848両
属はAphanisticini に含めなければならなくなる。
旧世界から新世界にかけて広く分布しているが,

- ‘: l   _



熱帶地方に多く, 南下または北上するに従い種数力
激減する。 また島 にも種類が少ない。

一触角は自由一ーーーーーーーーーー一2・

一触角は後胸板にある薄の中に収められる

2.   一触角は先端の4 節が鋸歯状一 - - - - -
- - -37. Aphamsticus LATREILLE, 1829
一触角は先端の6 節が鋸歯状一 - - - - -

- - -38. Endelus H. DEYRoLLE, 1864
3.   一 小術板は小さく , 縦長の三角形, 体の行面
は膨隆する一39. Galbe11a WESTWOOD, 1848
一小橢板は大きく. 長の三角形, 体のl f
面は膨陸せず, やや 平一 - - - - - -

- - - -40. Pach;yscellus SoLIER, 1833
37. Genus Aphan isticus L ATREILLE, 1829
ケシタマムシ属

ョ ーロツパ, アフリカ, マダガスカル, アジア,
オーストラリアの極地を除くほぽ全域に300余 l期
を産する。その形は極めて変化が多く , 細長いもの
から短太なものまでいろいろあり, 1詳に分けること
さえ困難であるが, その中で A yasumatsut Y.
KUROSAWA ヤスマツケシタマムシに代表される,
頭頂が深く割られ, 翅鞘に隆条が走る一黷ﾍアフリ
カから東1111にかけて多くの種類があり, 一 として
まとまっている。 ヤスマツケシタマムシには外観上
小橋板が認められないが, 同じ群の中にも認められ
る種類もあり,  ウバタマムシi[E科のルリタマムシ族
Chrysochroiniやッッタマムシ亜科のフナガタタマ
ムシ族 Acmaeoderini  などでは族を分ける程の特
徴でありながら,  このケシタマムシ属の中では, 小
概板の有無は属やfifi属を分ける特徴とさえなり難い
日本には次の4 極-を産する。
1. A antennatus E. SAuNDERs, 1873 ヒ ク'ブ
トケシタマムシ 分布 : 目本 (九州), 中国。体長
3.5rlm内外, 暗い店金色, 細長く, 前胸l fは前方に拡
がる。 G. LEWISの第1 同の採集品に基いて記救さ
れた種類で, 産地は iiに Japan と1かれているだ
けでどこだか判らない。模式標本は l 重Xだけで,  こ
れにも詳しい産地ラベルがない。  しかし, 恐らく長
崎であろうと推定される。 口本では極めて稀 もの

らしく , はまだその後日本で採れた標本を見たこ
とがない。大英博物館には上記の模式標本の他に中
国産の8 頭が保管されており, 中国ではそれ程稀な
ものではなぃらしぃ。

2. A. congener E. SAuNDERs, 1873 クロケシ

タ マ ム シ 分布 : 口本 (本州, 九州) , 中国。  体長
3mm内外, .增A色,  短太。本種も G.  LEWI Sの第1  回
の採集品に基いて記載されたもので, 産地は記され
ていない。 大英f導物館には目本産4 頭と中国産 l 頭
がある。 は山形県.tt海山施, 福島県会津若松, 東
京二子一fl川, 要知県 田市, 福岡市, 京都などの標
本を検した。 どこでも稀なものらしく , 加害械物も
はっきりしない。成虫越冬し, 河原の石下などでよ
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く見つかる。 中国にも分布し, 私は山東省産の5 頭
を検した。 東京目fnから記載された A budhaicus

OBENBERGER, 1944 は疑いもなく本種のシノニム

で, 恐らくは故欠一野宗幹先生の採集品に基くもので
あろう。

3. A fosstdiscus OBENBERGER, l944 チュウ

ジョウケシタマムシ 分布: 琉球(沖縄), 中国。次
のヤスマツケシタマムシに似ているが, 前胸背の形

が異り, 側縁が後方で波曲しない。従って後縁角が鈍
角となる。 中国の福建省の山地から記載された種類
であるが, 沖總本島与那産の標本に基いて, 中条適
夫博-i:が1959 年に始めて記録した。恐らく 0BEN-
BERGERの同定によるものと思うが, その間の'i i情は
判らない。  しかし, 手許にある与那産のl .頭は台湾
産0、 A formosanusOBENBERGER, l944 と較べて,
翅報の光沢が強く, 隆脈の状態が異るのに前胸 の

形はそれ程異らない。 一方口本産の次種に較べると,
翅鞘の状態はよく似ているのに, 前胸行の形は明ら
かに異なる。恐らくは沖識特産の種かiEi種であろう
と考えられるが, 中国産のfossidiscus の標本と比
較出来ないし, 中国の栖建, 江西両省からはこの他
にもよく似た種類が記較されているので, 直ちにこ
の種名を導入出来ないよ うな気がする。

4. A yasumatsu1 Y. KUROSAWA, 1954 ヤス

マ ツケ シタ マ ム シ 分布 : 日本(本州, 九州)。前種
によく似ているが, 前胸行の側縁後方の波曲が強く,
翅軸の縦隆も強い。 中国の江西省の山地から記載さ
れた A harlequt,i OBENBERGER, 1944 は本和こ最
もよく似ているので或いは同一種かも知れない。福
岡県の大?島山で安松京三l事 -l : が採集された戦、 本を基
にし, それに概岡市平尾, 細 県英彦山産の標本を
加えて記載したものであるが, その後北九州各地で
採れている他, 本州では京部市費船, 新潟.ll◆新発田
市などで採れた標本を検した。 幼虫はカンスゲの潜
葉虫で奥の終り f l成虫になって越冬, 翌容' またカン
ス fの葉上に見られる。
上記 fossidiscus と yasumatsuiは台湾の fo「一

mosanus, 中国のpunctuliυ.rtexOBENBERGER,1944,
1zar leem'm, フ ィ リ ピンの ba o n FISHER, 1922, マ

レ 一半島のperakensis OBENBERGER,1924, ポルネ
オの bohaci OBENBERGER,1924 などと共に, 細長で
平, 翅報に縦隆条があるなどの点で, 真のAPha-

msticus とは区別されると思うが, 材料不足で確信
が持てない。 これらの種四は全部小統板が認められ
ないのが特徴であるが,  フィリピンの CoSt i 1 m s

FISHER, lg22 やポルネオのcormCepSOBE:NBERGER,
1924などは形はこの仲間と同じであるのに明らかな
小概板を持っているので, 小欄板の有無はこの仲間
の特徴に加えることは出来ないと思う。 なお, 明ら
かにこの仲間と考えられる 類はアフリカにもいる

が,  ヨーロッパや北アフリカにはいない。
38. Genus Endelus H. DEYRoLLE, 1864 エグ

リタマムシ属
インドからニューギニアに至る熱帶・アジアに種類



が多く , 一部はオーストラリア北部や目本にまで及
んでいる。約100種を合んでいるが,  日本にはその
うち3 種が知られ, 未記載種が2 種ある。 体形はホ
ソツツタマムシに似たナガタマムシ型から, 短太で
下ぶくれのチビタマムシ型までいろいろあり, 一見
同属とは考えられなぃものもぁる。 また, 前記の通
り, 複限の位置も千差万別で,  この属を見ている限
りでは, 複限の位置や体形を基にAphanisticini と
Trachydiniの2 族に分けるョーロツパ式の分け方
は意味がなくなって来る。

1. E. c011ans (E. SAUNDERs, 1873) キンイロ
エグリ タ マムシ 分布 : 口本 (本州, 九州, 屋久島,
種子島, 対馬), 中国, 台湾。  体長5mm内外,  真
色で, 細長く . 両側はほとんど平行, 前胸11'はや
や銅色を帶びる。  G. LEWISの第1 回の採集品に基
づいて記載されたもので,  これは産地を長崎と明記
してある。 E. SAuNDERsは本種を APhanlstict‘s
cotlar isとして記載したが, それは誤で実際はEnde-
1t‘s属であることを指摘したのは A.THtRY(1928)
である。そのためにスマトラから記載されたE. col-
l a「tS KERREMANS, 1g00 がホモニムで消え, ke「「e-
mansi THERY,1932 が用意されたが,  この名は台湾
から記破された E. para11elus KERREMANs, 1912
が E. para11elus KERREMANS, 1900(スマトラ)のホ
モニムになるので, 前者に用意された ker remanst
THERY,  1927 のそのまたホモームになると云うや
やこしい結果を1通iき起した。結局, スマトラの cot-
farts KERREMANs, 1900 には ker remans iet tus
OBENBERGER, 1935 と云う名が付けられてこの間題
はけりになったが, どう云うわけか 0BENBERGERは
台湾の kerremansi を 1944 に再び Para11ett‘sに
もどしている。 なお,  この話には台湾の E ke r r e-

mansi THERY, 1927 そのものも co11ans と同一種
で, せいぜいini種として残るだけと云うぉちまでっ
いている。
幼虫は確認されてぃなぃが, 成虫は- f ﾁ類の中助
上に見られ, 一枚の葉に幾つもっいてぃることも珍
らしくない。 白水隆教授は種子島でオニヤブソテッ,
美大島でオオヤブソテッから採集され, は沖縄
本島の与那でコモチシタから採集し, 対馬の有明山
でも目蔭に生える羊歯類から多数採集した。
口本本土産の原亜種は前胸背の色が銅色を帶びる
ことが少なく , 側縁は後方の後縁角の前で明らかに
波曲し, 翅報の色も唐金色を帯びて来るが, 屋久島,
種子島, :41;美諸島, 沖細本島, それに対馬産は, 前
胸背の側縁が一様に膨出するだけで, 後方で波曲し
なく , 銅色が強く , 超 も真 色が強く , 九州本士や
本州のものとは明らかに異る。 この型は台湾に産す
る亜種 kerrema'tsl THtRY, 1927 と同じであるの
で,  これを使つ;一つ よいであろう。 大陸の福建省か
らは亜種 c0'ttinentalis OBENBERGER, 1944 が記載
されているが,  これはより大型で頑強, 翅聽の点刻
は弱く , 複限の内縁の凸出は円味が強いなどク) 点で
異ると云う。北ベトナムから記載されたE. similis

DEScARPENTRIEs, 1963 も恐らくは cont inentat is
OBENBERGER, l944 と同じものであろうo

2. E- eo u s OBENBERGER, l 944 クロエグリ タマ
ム シ 分布 : 口本 (本州, 九州)。体長 3.5mm内外
T、 色, 顔面と前胸背の側縁部だけが金緑色を帯びる
通常は部-な種類であるが, 時にはかなりの数が見つ
かることがあるらしい。 山口県萩市, 相岡県, ﾆ-賀島
l,二It町, 宮崎県口向ラインなどの標本を検した。幼
虫の加害植物はイヌビワであるらしい。 なお, 三輪
勇四郎博上と中条道夫博上が1940年に和歌山から記
録された E eυt‘s OBENBERGER と云う種はどんな
ものか判らないが, 恐らくは 0BENBERGER の同定
ラベルの E eous をeυusと読み誤られたものと思
う。  もしそうだとしたら,  記校される前に本種は
eυus と誤って記録されたことになる。

3. E_ japonlcus OBENBERGER, 1944 カタビロ
エグリ タマムシ 分布 : 日本. 台湾。 体長3 ~ 4 mm,
銅黒色, 顔面は店金色, 頭と前胸背は銅色が強く ,
体下は黒色, 小橋板は三角形で大きく, 翅軸の111部
は前胸背の後縁より しく幅が広い。  翅軸の基半は
強く点刻され,  それが融合して強い横般となる。
J. 0BENBERGERが1944 年に Japan から記載した
ものであるが, 私は日本産の本種に当る標本を見た
ことがない。手許にある台湾 花池で採れた 1 頭
(21. v. 1974, 横山創氏採集) が私がプラー グ国
立博物館で見て来た模式標本に一致する ものである
が,  戦前は台湾やi華太の標本まで Japan と云うラ
ベルを付けて外国に送られていたことが多いので,
本種も恐らくは口本産ではないのではないかと考え
られる。

4.   E. sp.  アカガネェグリタマムシ 分布 : 日

本 (本州, 淡路島, 四国), 琉球 (- ｔ ・蜩・。体長
4 ~ 5 mm,  明るい銅色, 頭頂の割れは弱く , 't、i面
の点刻は微弱。極めて稀な種類で, 戦前に故大林一
夫氏が岐車市で採集したのが最初で, その後和歌山
県由良町, 高知市, 奄美大島名場湾 x,  などで採集され
た標本を検した。 大林氏の採集品は故平山修次郎氏
の手に波り, 同氏の死後行方不明になってしまった,
本種は日本およびその近隣地方から記載されたどの
種にも当らず, 新種と患われる。 久松定成氏が本四
架橋調査報告,l fの中で, 淡路島から . J'a o m c “s

OBENBERGERとして写真入りで報告され,、:_ものは明
らかに本種で, 真の j aPon tcusで iない。

5.   E. sP. キヌツヤェ グリタマムシ 分布 : 琉
球 (八重山諸島), 台湾。体長約3mm, 体は前後に
狭まり, やや 平, 頭胸部は金唐色, 翅報; 1.やや緑
を者fびた暗い唐金色, 強い編糸光沢があり, 一見能
消し状。前胸背に特異なくぼみがある。台湾産は暗
色で緑がかった光沢がない。 石垣島で入江平吉氏が
採集されたもので, 入江氏はカクレミノから数頭を
採集されたが, 秋山黄洋氏は台湾で羊歯類から2 頭
を採集された。 ( 国立科学博物館)
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ミクラ ミヤマクワガタの生態に関する覚え書

渡 辺 泰 明

LuCanuS 9amutuS SAWADA e t Y . W ATANABE

ミクラミヤマクワガタが沢田ま正博 f:及び筆者によ
って御蔵島から発見され, 新種として記載されてか
ら既に15年が経過したことになる。その間, 本種に
関する断片的な報告はいくつか散見されるが, 生態
的知見はきわめて乏しく, II期化の時期や越冬態等に
関してはほとんど不明の状態であった。 筆者はこれ
らの疑間を解明するため, 再度にわたって本種の幼
虫を飼育したが, 遂に羽化は患か, 期に至るまでも
生育させることができなかった。しかし昨年, 当時御
蔵島に在島されていた山村麼昭氏の御厚意で,  5 月
初旬に里部落 J,1d辺で採集された老熟幼虫7 頭の御意
与を受け, 三度飼育の機会を得ることができた。 そ
の結果, 全て雌個体ではあるが3 頭を伃化,  その内
固定標本に保存した1 ｻ兩を除いた2  蛹を羽化させる
ことに成功した。 そこで従来の報告をとりまとめる
と共に, 新たに得られた知見を合せ報 '-し語賢の参
考に供する次第である。
なお, 本稿を車するに当り, 相馬州彦及び山村慶
昭の両氏からは生態に関し多くの御教示を仰ぎ, 豊
島国.Ei虫館の吉谷昭意氏には幼虫の1 部を飼育管理
して戴いた。 また, 前波鉄也氏には幼虫の写真を,
斎藤秀生及び鈴木互両般大 虫学研究室員には の

写真を録影していただいた。 ここに上記議氏,f)御厚
意に対して心から御礼申し上げる次第である。
飼育方法
幼虫は過去の飼育失敗の反省から 2 群に分け,  1
を農大」1虫学研究室で, 他の1 群を豊島園.El虫館
に依託して, それぞれ別個に飼育を行った。飼育容
器は内径8.3 cm, 深さ7.5 cmのガラス製腰高シャ
レを使用し, それに土壤を8 分日まで入れ, 幼虫
を1 頭づつ分けて単独飼育した。そして従来の飼育
経験から高温をさけるため, 農大ji::虫学研究室では
飼育容器を約22℃の恒温状態の室に, 一方豊島国 ii,
虫館では7 ~ 8 月の盛Illにはルーム ・ ク ーラーを作
動させ, 日中の高温時でもほぼ20℃の室温状況下の
室にそれそ'れ収納し, 飼育管理を行った。
飼育経過
卵 産卵は雌成虫が出現する5 月下旬~ 7 JI

初旬にかけて行われるものと考えられるが, 野外に
おける探索や飼育を通じても未だ卵は採取されてし・
ない。 しかし若令幼虫の全てが土中から発見されて
いるので, 卵が土中に産み込まれるのは間速いない
ものと考えられる。但し, 市川 (1973) は朽木中か
らも本極の幼虫が採集されたと報じており, この報
告に間速いがなければ, 朽木中への産卵も考えねば
ならない。 しかし筆者は朽木中からは本種の幼虫を
確認することはできなかった。
幼虫 表度はきわめて薄く透明である。従って,
表皮を通して体の内部が透けて見えるが, 中には写
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真に,1す様に月同部背中側に白色を する数個の球状
体を持つものがみられる. この 状体が何を意味す
るのかは不明だが, 個体によっては大きさに種々 の
変化が認められるe この様な表度の弱さは幼虫の死
亡原因と無 係ではff い様で, 粗雑な取扱いは直ち
に表度の損傷をまねき, 館育容器も l 匹つつ個別に
しない?; ,,;-こは, 互に体表をf? つけ合い死亡する原
因となった, ま:,一羽化まで生育に成功したものは,
盛 において iほぼ22℃以下の室温状態の室内で飼
育した場合のみで, 30℃以上にまで室温が上,;iする
室内での飼育は全て失 した。この結果は, 幼虫が
高温や温度変化の激しい環境では生育できないこと
を意味してぃるのかもしれなぃ。
幼虫は夜間1:f 動型の様で, 間の活動はほとんど
見られない, 1j育容器の中では通常 5 ~ 7 cmの土
中に, 体のl f面で開囲の土壊を多少押しっけた空隙
を作ってその中に生息しているが, 実際の生患地で
はハチジョウススキが育生している土中に好んで生
息し, 特に根毛のからみ合っている部分に多く見ら
れる。 この様な現象は幼虫の食性との関連をうかが
わせているが, 幼虫がこの l物の根毛を i要食して生
育するとの確認は未だなされていない。 しかしハチ
ジョウススキの育生している御蔵島の上壊にはきわ
めて腐食質に乏しい状態のものもあり, その様な生
患環境ではハチジー・ウススキの根以外の食組源を考
えることには無理がある様に思われる。 しかし前記
の市川o、 報告通り, 幼虫が倒本下の土中や 本中等
にも生息していることに間連いがなければ, ハチジ
ョウス ,;、キの根 tこけを食するとは限らないことにな
る。 ちなみに 1者はオヒシハの根を, ii谷昭意氏は
オヒシパの根及びリンゴの果実の双方をafIとし'7-与

、 - -
-

-
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えたが, いずれの場合も幼虫がf要食した形跡はなく
幼虫の後陽域にたまった食物の残しから判断すると
土壊とともに腐食質を摂食している可能性をまった
く 定することもできない.
幼虫の令期は3 令と考えられるが, 市川 (前出)
の報告にも見られる通り, 御蔵島においては同一時
期に・合期の明らかに異なる幼虫を同時に観察するこ
とができる, 従って, 本種の全幼虫期間は少なくと
も 2 年にまたがるであらうことは疑いない事実の様
に思われる。
期 ll!商化した3 個体は前述の通りいずれも雌で,
体長約28mm内外であった。 それらのl 個体は 島
因 虫館で飼育したもので, 地表から約 5 cmほど
の土中でｼf l化し,  他の2  個体は農大 11虫学研究室で
飼育したもので, いずれも地表で ｩ前化した。 l l前は全
て-1lf面を下に順面を上に向けたあお向けの状態で,
指等で体にふれると , 腹部をくねらせる反応を示し
た。 ?兩化時期は豊島国11:.11?館の個体は9 月4 日, 農
大.Ei虫学研究室の個体は9 月5 H及び9 月7 nで,
いずれの場合も 9 月初旬に限られている。 しかし飼
育した環境条件が 期でも23℃以上に温度が上昇し
ない室内であったことを考慮すると , 野外の自然状
態でもll!前化がこの時期に行われるとは断言できない
が, 御蔵島での4 月から 7 月にかけての採集調査で,
商を発見することができなかった1以iを考え合せる
と, ﾇ的化の時期が秋期で ることはほぼ間述いな
ことと思われる。
豊島困11虫館の要謔ﾍ9  月 2411  ,  農大 虫学研究室
のｼi fは 10月8  nにそれぞれ羽化し,  期の期間は前者
では20n, 後者では31 口で, 羽化時刻は後者の場合,
午後2 時から3 時にわたる約 l 時間であった。 羽化
したばかりの成虫は純白だが, ほぼ111 後には赤
色の正常の体色に,;?、 った。  しかしほとんど移動する
ことなく , そのままの状態で越冬した。従って, 野

第2図

a

外においては若令幼虫とと もに, 秋期に土壤中で羽
化した成虫が, そのままの状態で冬を越すものと考
えられる .
成虫 御蔵島においては樹林内の小径や畑等島内
の随所に見られ, また標高650 mの御山鈴原の様な
高所においても採集されている。 出現時期は5 月初
旬111からで, この時期には圧倒的に雄が多い。  しか
し7 月の採集では雌の死 が多く得られる反面, 雄
はほとんど見られないことから,  6 月中~下旬以降
は雌が多く出現する可能性が考えられる。
地表に出現した雄は同囲を無定位に-歩き f国 るが,
その様子は雌に遭遇する機会を得るための様に思わ
れる。 :事実, 雄は交尾意欲がきわめて旺盛で, たま
たま雌に遭遇した場合には直ちに交尾行動に移る。
交尾姿勢は完全な1'i負い式で, 離は雌の背中に乗り,
そして背方から大 で雌の後頭部を抱きかかえ, 両
触角を斜前方に強く伸展させる。 雄雌とも全ての個
体は地表をはいかいするのみで, 正常と思える立派
な後翅を有しているにもかかわらず, 飛.翔活動がま
ったく見られないことは, 翅膜と H瘧ﾔのアロモル
フオー シスの上できわめて興味深い。 なお, 市川(前
出) は成虫が畑の土壊中に孔をうがって, その中に
生息していることを報じたが, 者が飼育容器内で
成虫を観察した折にも, 土壤中に港り込む個体が多
く見受けられた。

参 考  文 献
SA、 ADA, H. & 、. WATANABE, l960. Descript ion Of

a ne 、 species of Lucanid-beet le f rom Mikura
Is land i n tl、e Izu Islands. Japan. Jot r. Agr.
Sci. 「okyo Nogyo Daigakt‘, 6 (2) : 99-102.

沢田'l、正一波辺 明,  1969. 御蔵島の 虫相. 農学集報,
14 ( 1 ) : 1 - 48.

市川敏之, 1973. ミ ク ラ ミヤー., クリ 力'タ採集記. 虫と自
然, 8 ( 9 ) : 22-24.

- - - . 1974.  伊Ia議島のク'フ カノ' (三宅島, 御蔵島,
八文島). 同上, 9 ( 5 ) : 19- 20. (東京農大)

、

.、
・

,

・

b
ミ ク ラ ミヤー クリ カ'タのilifi (確) ;  a,  ?j面

-  6  -

b, 側面 : c , 面。

c



力 ミキリ ./、シ科の大腮の分類学的価値 (予報)

下 村

カミキリムシ科の分類に関する研究は, 17世紀以
来今日まで数多くの学者によってなされてきた。 こ
れらの研究は比較形態学を基盤としたもので, カミ
キリムシ類の様々 な特微を比較検討することによっ
て推進されてきた。 しかしn器の構造の詳細な比較
研究はなされていない様で, 近年, GREssITT( l970
Cerambycidbeetles of Laos, Pac.Ins. Monogr 24)
によって亜科の識別点として用いられているに過ぎ
ない様である。 筆者はかねてからこの様」: ll 器の構
造上の差異が, カミキリムシ類の hi9he「 taxonを
分類する識別点として, さらには系統を検,、tする上
での一つの形質と して有効であるか否かについて関
心を抱いていた。 そこでこの問題に取り組む手初め
と して, 者の手「fにある日本産各種の標本を材料
として, カミキリムシ科の各亜科に含まれる代表的
な種の大腮の構造を比較検11、tしてみた。但し, 検視
個体が上述の如く口本産の種類に限られているので
不充分な面が多く , 未だ整理された見解を持つに i i
っていないが,  ここでは予報的に各亜科に合まれる
種の大H思について紹介したい。
なお,  この研究及び発表を通じて終始選篤な御指
導を陽つた東京農業大学.ii 虫学研究室の渡辺 明助

教授に心から御礼申し上げるとともに, 貴重な標本
と有益な助言をぃただぃた嫌苅哲二, 斎藤秀生及び
鈴木互諸氏にも深く感謝する。

カミキリムシ類各亜科の大腮
カミキリムシの大腮は機能的には羽化後の食lilt和i
物からの脱出や, 産卵の際, 食 物に与える咬傷
等のために使用される。 従ってその形状はきわめて
i ii丈で強くスクレロチン化されている。
種内の個体変異はほとんど見られず, きわめて安
定した形質と考えられるが, 雌雄間においても Pa-
randr inae, Pr ioninae 及び Lamiinaeを除いた他
の1111科では形態的差異は, ほとんど認められない様
である。 以下各亜科の代表的な種を選んでそれらの
大一躍について紹介する。

1. Parandr inae ニセクワガタカミキリ亜科,
Prioninae ノコギリカミキリIIE科, Spondylinae
クロカ ミキリ ff科.
上記3 亜科に含まれる極の大躍は, いずれも大き
く願丈で, 切歯部が伸長する共通性が認められるの
で, ここに一括して紹介する。
左右の大腮は非相称であるが, Pr ioninae のウス
バカミキリやノコギリカミキリではそれが特に顕著
である。切歯部の先端はPrioninaeやParandr inae
では歯状にとがる。  しかし,  コクニチャト fフチオオ
ウスバカミキリの3 では左大腮の先端部は截断され,
その中央は狭く湾入している。また, アマミニセク

徹

ワガタカミキリの9 は先端部の順面に一跡的, f: 1 齒
が認められる。切歯部内縁 (Cutting ed9e) には中
央附近にいくつかの歯状突起が認められる。 日歯部
は3 :fE科ともii '跡的で明瞭な臼状構造はない。

2. Leptur in・e ハナカミキリ if巨科
口本産ハナカミキリ_SE科はXy1ostenini,Encyc1o-

pini, Rhagiini, Stenocorini, Lepturini, Erosche-
mini, Necydalini  の7 族によって構成されるがこ
れらの大理 vはフタコプルリハナカ ミキリ,  モモグロ
ハナカミキリ, モモブトハナカミキリ等の1 部の種
類を除いては, ほぼ正三角を呈している。 切歯部中
央附近の内縁に近い下面には,  prosthecaが存在し,
多数の柔毛が密生しているが,  これは本,1Ei科に合ま
れるほとんどの種が訪花性であることと関係してい
るのかも知れない。 日歯部は全ての族に認められる。
またPhiliniは本i[Ii科とノコギリカミキリ亜科との
中間的存在で CRowsoN (1955) はこれを P hi l in ae

として独立させ,  その後GREsslTT ( l970) もこの
取扱いを路製している。 者は幸いにも,  台湾産の
Phi lus Pa11esce,ts カンショ ハナカミキリの大腮を
検視することができたが, 本種の切歯部にはハナカ
ミキリ亜科の特徴と思われるprosthecaを欠き, さ
らに日歯部の臼状構造も認められず, Prioninae の
ウスバカ ミキリやノコギリカ ミキリ等の大理?にきわ
めて類似している。

3. Dis teni inae ホソカミキリ i1lj科
本.itEl科は口本にはホソカ ミキリとォォクポカミキ
リの2 種が分布しているに過ぎない。 画種の大肥切
歯部の先端は狭く円まるが, prosthecaは両種とも
膜状す、' が明らかに認められ, 上縁には微細な毛を具
えている。 日出部の機f造も画種は互いに良く類似し
ている。 ll,i種の大 の全般的構造はハナカミキリ1111
科のそれに比較的似ている様に思われる。

4.   AseminaeマルクビカミキリfE科
この亜科には Asemini と Atimiini の2 族が合
まれている。 Aseminiの大a題、はハナカミキリ亜科の
それに類似し, ほぼ正三角形を呈するが, prostheca
と日歯部を欠いている。 また左右とも切歯部先端近
くに鈍い一歯を具えている。一方, Atimiiniに含ま
れる種としてAtimia oka:yamenstsケプカマルク
ビカミキリの大.a思、を検税したが, 左右非相称で, そ
の形態はきわめて特異である。 また膜状のprosthe-
Caが認められるが臼歯部は認められない。

5 . Cerambycinae カミキリムシ亜科
本IIE 科に合まれる種の大腮の形状は多くの変化に
富んでいるが, いくつかのタイプに分けられる様に
思われる。切歯部は先端がとがり, 内縁には, 無出
のものから1 歯, 或は2 歯を有するものまで見られ
る。  しかし, ジャコウカミキリ, アオカミキリ.  ミ
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ト' リカミキリ , オオアオカミキリ,  アカアシオオア
オカミキリ, ヤクシマミ ドリカミキリ, オオシマミ
ト' リカミキリ等が含まれるCa1lichrominiでは左大
腮に2 歯, 右大躍に1 歯をそれぞれ具えており,  こ
れら歯の数には変異が見られず, きわめて安定して
いる。 日歯部は大多数のものには見られない。  しか
しァオスジカミキリ, オガサワラチャイロカミキリ
イェカミキリ等では, 基i跡的に臼歯部が存在してい
る。
本亜科に含まれる種の うち訪花性種では, prosthe-

Ca の柔毛を具えているがァオスジカミキリ,  オガ
サワラチャイロカミキリ,  アマミムネスジウスバカ
ミキリ,  イェカミキリ,  トラフホソパネカ ミキリの
様に花や樹液;こ集来しない種ではこれを欠いている
しかし, Callidini族には, アカネカミキリ等の様な
訪花性種も合まれているが, prostheca が認められ
ない。 従って訪花性と prosthecaの存在とを短絡的
に結びつけることは出来ない。

6. Lamiinae フトカミキリ亜科
こ の 科に合まれる種の大腮は, 切歯部の先端が
鋭く尖るものから,  この部分がえぐられて2 歯を
するものまで見られる。 切歯部内縁はほとんどの種
では無歯であるが, 先端%附近に l 歯を有するもの
もある。 また上面内側はやや、「一月形にえぐられ, そ
こに数本の縦隆条が認められる。 日歯部は本亜科を
通じて全く見られない、 またprosthecaもほとんど
の族に認められ1'」:いが,  Saperdini族の中には, 小
さな膜質部として認められる種が存在する。
以上が力ミキリムシ各亜科の大a9に見られるおお
まかな特徴であるが, これらの特徴はhigher taxon
;こおいて, かなりのJt二通性が認められる。 しかしな
がら不充分な材料に基づいての研究であるがために,
患わぬ錯覚や見当述いの誤りをおかしている恐れも
1: しとしない。従って今後もさらに多くの材料につ
いて検 '、iを進めたいと考えているので, 学兄話氏の
御助言と御鞭達を心から御願いする。  (東京農大)

0九州祖母山のべ=バハナカミキリの色彩について
ぺニバハナカ ミキリ ParanasPta anasPidoides

(BATES,) は北海道から屋久島まで分布するが, い
ずれの地域においても少ない極のようである。本極
はその和名から判るように美しい赤色の翅をもって
いるが, 沢田・ 渡辺両氏 (1969, 農学集報14(1), p.
32) により伊豆話島御蔵島産の個体.;l:上翅が.「n、色
を呈することが知られた。今回 ' 寛ﾒ,: t,  西村正賢氏
より高橋 宏氏採集の組母山産の本 を り受けた
が, これら個体が標本を見る角度によって上趣の色
彩が黒色となることに気づいたので, 話資の参考に
なればと思いここに記しておきたい。

3頭, 大分県祖母山々 頂, 24 -26. vii i975, 高
橋 宏採集。

手許の石渡裕之氏採集の東京世田谷, 神 川県通
子, 横須賀産の計1 2 9 9 は, 上翅端部がいくぶ
んIll-、 化の傾向が認められるものの一 面赤色であった,
一方, 上記組母山産の3 個体( 触角の長さから判断す
ればすべてo ) はいずれも, 属部から後方にかけて
の細く短い部分はあざやかな赤色, 后部から小楯板
斜め後方にかけての狭い部分は暗赤色 ( 上翅基部の
内側および小桶板付近は黒色) だが, 翅の大部分で
あるその他の部分は一面黒色であった。 上翅の徴毛
の色は全面が束京・ 神素川産の個体と同じにあざや
かな赤色であるために, 標本を見る角度によって赤
色にも黒色C属部の一部を除いて)にも見えるもので
あった。 以前に準者が東京 大で御蔵島産の本種を
見せてぃただぃた際は, 肩部の一部が赤い以外は全
面黒色としか覚えていないが, おそらく御蔵島産の
ものは上翅の徴毛までも黒化しているものと予想さ
れる。 そうすると, 祖母山産の上記3 個体はちょ う
ど東京・ 神奈川産と御蔵島産との中間的な色彩をも
ったものと判断されよう。 どなたか各地の本種を検
討していただきたく思う。
なお, 東京・ 神索川産と上記組母山産の個体とでは

l二翅端外角の形状などいくぶん差が見られるが, 各
3 頭の標本しか見ていないために即断は選けておく
来 1:がら, 費重な標本を下さった石渡裕之, 西
村正資, 高橋 宏の各氏にお礼中しあげる。

(横浜市金沢区, 高桑正敏)
0口永良部島の天牛数種
新潟県国 試験場の桜 ll二  結民-が1973年7 月23 「l
に鹿児島県r1 永良部島で採集された下記の天牛を検
することができた。 いずれも屋久島高校発行の口永
良部島調査報告 ( l974) と伊藤 i , 守屋建次両氏
の報告 (月刊むし50号, 1975) にある種類ばかりで
はあるが,  ここに一応記 して採集者桜 JI;  精氏の
御好意に報いたい。

1. EuryPoda (NeoPrion) batest GAHAN べ一

ツヒラ タカ ミ キリ 1 9 .
2. Ch1orophorus qumquefasciatus (CAsTEL-

NAU & GORY) ヨツスジトラカミキリ 1 3 , 1 9 .
3. Psacot1lea hi lar is insu lar ts HAYAsH【 キ
ポシカミキリ (熊毛亜種 ) 1 .

4. 0lenecamPtus bi1obus tatω.2;tansi s D ILLoN
& DILLON ムツポシシロカ ミキリ l .

5. odo1加a or le'1fa!Is Y oKoYAMA クチノ

エラブコプヒクtカミキリ 1 3 .

(新潟県新発田市, 小池 :覧)
0茨城県の力ノコサビカミキリの記録
カノコサビカミキリ Apomec.yna naeota BATES,

1873は暖地性のカミキリとして知られ, 現在まで関
東北部からは記録されていなかった。  しかし今回,
茨城県水戸市で採集された本種を下記の如く検する
事ができたので報告する。 なお, 本種を採集された

小山敦, 渡辺健, 小倉健夫, 沼田総の諸氏によれ
ば全個体ともカラスウリのツルから採集されたとい

う。 発表を許された上記諸氏に深謝する。
11頭, 12~ 26. vi i i. l975, 小山 数, 沼田 稔, 小倉
健夫, 波辺健採集。 (東京農大, 久保田正秀)
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ヵンショコガネ属 (Genus Pogom a KIRBY)
は, 東洋熱帯地方を中心として口本, 中国, インド
そしてヒマラヤなどを含む地域, およびアフリカの
中南部地域に分布しており, 現在までにこの両地域
において約250種類ほどが知られている。 分布の北
限近くに位置している我国には, 九州・ 沖組地方を
中心に4 亜種を含めl l種が分布している。 しかし,
北海適からはまだ本属の分布記録はなく, 本州にお
いてさえApogonia amida LEWISただ1 種類が分
布・しているにすぎない。 そのため, 現在までに我国
においては, ヵンショコガネ属に関して書かれた論
文はあまり多くなく, 一般にもよく知られていない
ことが多い。そこで' 者は,  我国に産する本属の種
類の分類の大要を記 して御参考に供する次第である。
なお, 学名の取扱いについては, 現在使われている
ものをそのまま使用し, 学名についての検 tはここ
ではしないこ とにした。

1. Apogom'aamidaLEwIsヒメカンショコガネ
fn色で光沢があり, 時と してやや淡い紫銅色を11
びる。 頭部および前胸背は細かく点刻されるが, 小
桶板はほとんど点刻されない。 頭輔は台形で, 浅い
が密に点刻される, 前緑はきわだって上反する。 前
胸背は短く, 側縁は後方で強くわん曲する。前緑角
は突出せず, ほとんど直角をなす。 後縁角はなだら
かに円みを、iびる。 軸翅は比較的細密に点刻される
が, 個体によってはかなり組い。前脛節には3 外歯
を有するが, 一番基方にある外歯は非常に小さく ,
時としてほとんど目立たない。
現在のところ本属に含まれる種類のうち, 本州に
分布するのは本種ただ1 種である。本種は, 低地お
よび低山地帶に産することが多く , 春から一にかけ

ての出現期以外にも, 冬季や初春では, 河原の111や
石の下などからしばしば越冬中の個体を見出すこと
ができる。 体長7 ~8.5mm. 分布 : 本州, 四国, 九州 ;
台湾, 中国。

2. Apogom'a ican' nata LEWIS フ タスジカン

ショ コガネ.
本種は, 九州本土から沖組地方に分布している
が, 地城により以下のような1111種に区別されているe

a. subsp. l ean'nata LEWIS
長円形, 果色で光沢があり, 個体によっては弱い
赤褐色を帯びる。 頭部は密にそして強く点刻されるc
頭橋は111状であるが, 前縁角はやや角ばり, 前縁はほ
とんど直線状かあるいは, わずかにわん入し, 辺緑
は細く上反する。前胸i''rの点刻は, 頭部に比べてや
や細かい。前縁角は鈍く , 突出しない。後縁角はな
だらかな円みを帶びる。軸、翅の点刻は強く密で, 中
央にある2 条および会合部の1 条の条溝は平滑であ
る。 前尾節板および尾節板は,  しわ状に点刻され中
央に明らかな縦の隆線を有する。 前脛節には3 外歯

を有し,  前方にある2 歯は接近する。  体長: 8.5~
11mm. 分布 : 九州, 奄美大島。

b. subsp. okinaulana NoMuRA
体は組く点刻される。 前尾節板および尾節板にあ
る縦の隆線は, 基亜種に比べさらに顕著である。軸
の線条は, やや中高で, 先端から中央にかけて列状
の点刻を有する。体長: 9~10mm. 分有i : 沖總本島。

c. subsp yaeyamana NoMuRA
鞘翅の点刻は, 基 種とほとんど同じ程度である
が, 前胸背の点刻は, 大きく密で中央には縦の点刻
を欠くなめらかな部分を有する。 前尾節板および尾
節板にある縦の隆線は, 大部分の個体では明らかで
あるが, 研lに不明瞭なことがある。体長 : 9~11mm・
分布 : 石i日島, 西表島。
上記の3 亜種のほかに, 台湾には別'IE種である,

A bi can nata sautert MOSER が産する。

2 : 雄交尾器 (背面図)
Apogo,fia a'mda LEWIS
LEWIS

2 : A. 01ca r in al a

(東京都練馬区)
0東京都心のスナムグリ ヒ ョ ウタンゾウムシ

今年 (1975) 9 月4 日の夕刻, 千代田区三番町の
宮内庁分室の1場殿で足を洗うつもりで足を見たら ,
見かけないゾウムシがっいている。 手許の日本 虫
図鑑に出ていなかったので,  . ﾆ一沢良彦氏に同定を
依頼したところ,  スナムグリヒョウタンソ' ウムシ
Scepticus tignnus RoELoFsであった。本種は海
浜の砂地に多いと聞いているが, 採集場所は海岸か
らかなり距つた所で, 付近には砂地もない。 学習研
究社の中高生図鑑II , 甲虫によると野菜の害虫で,
畑地にもいるように記してあるから珍らしくはない
かも知れないが, 一応報告する。 (常陸宮正仁親王)

日本産カンショコガネ属概説 (1 )
小 林 裕 和
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日本産 Pidonia の覚え書 ( 8 )

蔵王山の Pidoma 属

窪 木 幹 夫

ミズナラやブナで代表される落葉広葉樹林は, 気
候帶からみれば冷温帶,  ・lit直分布からみれば山地
帶の極相として成立する。ブナは, 北海道西南部黒
松内を北限とし, 九州大隅半島高限山を南限とし, 北
では海抜0 mから, 南では海抜900m以上に分布す
る。  山地tiffの下限はカシ帶やモミー ツガ帯に,  上限
は亜高山性f'l-集樹林にそれそ'れ接し, 水平的にも垂
直的にも口本列島の基準的i直生となっている。 東北
地方の 高山帶は飯拱山,  朝日-Eir,  月山等の H本海
側の山々 では針葉樹林を欠き, 複雑な形の落葉広葉
低木林が発速するが, 奥羽山脈等の太平洋側の山々
にはアオモリト ドマツ林が発達する。
熊野 nrを最高降とする 王連峰は , 奥羽山1派の
部にあって山形, 宮域の県境に位魔する。 調査地域
は山形県側で, 大きく区分すれば, 標高約1350m以
下のブナ林とそれ以上のアオモリトドマツ林に区別
できる。またァオモリトドマツ帶の下部ではターケカ
ンバが混在し, 高山帶はハイマツ, ハクサンシャク
ナク:の低木林となっている。 i 者は1974年から当地
域で各種の調査を開始したが, 今回はそれらの中か
ら垂直分布調査の結果を報告する。各種Pidomaは
シモツケ, ヤグルマソウ,  ミヤマシシウト', ショウ
マ類, ハクサンシャクナケーの花 l二から採集された。
調査年月口 : 1975年7 月29~30 n.
調査コース : 不動沢 ドッコ ll;1(1280m) バラ

fイス十字路 (1320m) =ザンク:坂 =ワサ小屋跡
熊野fiir山頂(1841 m) .

1. P. Puzitoi (SOLsKY) フタオビノミ 、ナカミ
キリ l (~, ,   1 9 (1280 ~1360m).

2. p. japomca OHBAYASHI et HAYASHl ニツポ
ンヒ メハナカ ミ キリ l63 -o , 99 9 (1320~ l600m).

3. P mutata (BATES) ヒメハナカミキリ 1 0 ,
1 9 (1330~1550m).

4. P macul ithorax Pfc カクムネヒメハナカミ
キリ 14 3 ,  149 9 (1200~ 1650m).

5. P.  gra11atrtx (BATES) オオヒメハナカミキ
リ 4 3 (1200~1270m).

6. P.  masaki i (TAMANuK1) ムネァカョコモン
ヒ メハナカ ミキリ 106 -o -o , 105 9 (850~1650m) ,
本極-は中部地方以北の本州に広く分布するが, 束
北地方のものは f.hiuraiOHBAYAsH1 et HAYAsH1で
上翅のfl'斑が退化し, 雄では1atero-basal marking
と 1atero-median markingを残すだけで, 雌でも
これらに加えて1atero-poster ior marking と sutu-
ral vittaがわずかに広がるものである。 P debilis
と似るが, 前胸の形態, 後脛節先端部の色( P debilis
では黒, P- masakii では褐色) で区別できる。採

集した多数の中には上超の斑紋が発達し, 前胸が.'、l、t
褐色のf関体も般見された。

7. p arno'i tata k ta'osaωal OHBAYASHl et HA-
YASHI セスジヒメハナカミキリ 29 9 ( l350m).

8. p.   miωal (MATSUSHITA) ミワヒメハナカミ
キ リ 3 , 8 9 9  (1050~1350m).

9. P. SP. 5 o , 2 9 9  (1320~ 1600m).

/ /

1. p miωal (MAT?し・SHITA)  ;  2. P. sp. : a. S
b.  9 , (scale - 5 mm)

P・ miulai と非常に良く似るが,  本種はアオモリ
ト ドマツ帶に分布し, 直的な 接み分け'' 現象が
観察された。ブナ林とァオモリトドマツ林は標高
1350~ l400m付近で入れ代るが中間地域では混樓し
ているc このよ ')な地域では画種が同じ花上 ( シモ
ツケ・ ショウマ類) から採集された。両種は出現期
にも違いがあり, P miω21 は6 ~ 7 月, 本種は7
~ 8 月に及ぶ。本種は P miωal に比べて次のよう
な相違点がある。触角はより太く, 前胸の前後緑は
より強くえぐられる。上翅の斑紋のうち1atero-me-
dian markingは雌雄とも長円形で, g の sut ural
v it ta は latero-basal marking と分離する。中,
後胸?更板と用ii板は雌雄とも.n色 (P miωalは雄の
1 ~ 3 腹板, 雌の中, 後胸腹板が果色) である。以

- 11 -



上の点から本種は, 本覚ll (5) Nos 25, 26 で報告
したP. sp. に最も近縁と思われる。現在, 蔵王l」Iの
他, 船形山, 栗駒山の分布を確認している。

10. P debilis (KRAATz) チャイロヒメハナカミ
キリ 666 6 ,409 9 (900~ 1650m).
以上のように今回の調査では, 10種(総個体数398
頭) のPidontaが採集された。   P masakii, P
debilisが全体の80% を占め生態的優占種となって
おり, 残りの8 種は全体のわずか20% にすぎない。
垂直分布からみれば,  P masakii, P debilis, P・
macutit horax がブナ帶を中心にアオモリト ドマツ
帶まで厚く分布する。 P. Pl‘zi1oi, P. 9raiiatn「,
p mjulaj がブナ帶に,  P. japonica,  P.  mutata,
P. sp. がァオモリトト'マツ帯におのおの分布する。
ァオモリト ト'マツ特より採集された中で, P- SP- は

他地城とも比べあわせるとァオモリ ト ドマツ帯に限
定分布するもので, 寒冷な東北地方の亜高山者fだけ
に分布することは興味深い。 P amentata ku r osa-

ωa は初真に出現する種で7 月下旬には極めてf有lで
ある。 _1者は, 本覚書(2), Nos. 19,20で東北地方に
は, 10 種の Pidoniaが分布すると記したが, 今同
新たに, P mutata と P. sP. を追加することがで

きた。  しかし, すでに記録されている,   P discoi-
dalis Pfc と P. simi11ima OHBAYAsHl et HAYAsHl
は採集されなかった。東北地方のPidoma相は, 中
部山岳地方や四同などに比べて 弱であるが, 東北
地方特産の P. jaPontcaや北海適,  東北特産1111種
P ament ata ku r osaul n など興味ある種類も分布
し, 今後とも調査が望まれる。 (東京農大)

0千葉県の力ミヤビロウ ドコガネとその知見
Matadera ka,myai (SAwADA) カミヤピロウド
コガネについては, 私は, 関東地方では神奈川県大
山・ 東京都五日市町・ 同八王子市浅川・ 同八王子市
城山・ 同八王子市高尾山で採集している。これらの
採集地はいずれも低山地帶に属する。 ところが今同
平野部の千葉県で本種を採集したので報告する。

1 3, 千葉県千葉市検見川,1. viii. 1975, 石田正
明採集。
燈火に飛来したァカビロウドコガネ約100頭をし
らべた中から発見したもので, 千葉県下からの記録
としてはじめてのものと思う。
沢田t専上は原記載 (日本の甲虫,  1 (1), 1937) で,
伯苦大山・ 大和松山・ 富 l:山中湖・ 箱根・ 大和上北
山村; 台湾の立鷹・ 寛ﾐ・  阿里山の産地を げて
られる。 野村鎮氏はそのモノグラフ(桐朋学報,23号,
1973) において, 栃木・ 東京・ 神奈川・ 新潟・ 山梨
・ 大阪・ 奈良・ .f、t取・ 徳島・ 鹿児島の話都府県をあ
げ, 産地として本州・ 四国・ 九州を認められている
が, 沢田博士が原記載であげられた台湾産のものに
ついては, これに疑間をもたれ, 本種の産地として
は台湾を一応除外されている。
以上から考えると, 本種の現在の既知産地は, 北
海適および東北本州をのぞいた, いわゆる西南l l 本
にかたよっている。 さらに沢田博士のあげられた台
湾のものが本種であれば, 沖組県からの記録の可能
性はあるが, 野村氏のいわれるように台湾のものが
別種であれば, その可能性は何ともいえない。
本種は沢田博士が1937年に伯者:大山 (島取県) の

16 を模式標本として, Serf'ca属の新種として記載
されたものであるが, その後あまり採集の報告がな
い。 これは本種がビロウドコガネ・ ヒメビロウト'コ
ガネ・ オオビロウドコガネと一見よく似ているので,
混同されていることが多く , 精査すればもっと多く
の産地があげられるのではないかと考えられる。
成虫の出現期は, 私の所蔵する標本では,  3 月,

8 月, 11月とがあって,  3 月および11月のものは土
中よりほりだしたものである。 沢田博士は4 月,  6

月,  7 月,  8 月 (台湾では5 月) をあげられ, 野村
氏は1月,  4月,  5月,  6月,  7月,  8月,  9月の
各月をあげられている。野村氏の1 月とされたもの
は, 栃木県大田原で採集されたもので,  これは多分
土中からほり出されたものと推測される。従って,
成虫の出現期は大へんに長く ,  ビロウト' コガネ,  ヒ
メビロウドコガネとほぼ同時期のように考えられるc
また成虫が初冬 (11月 ) から早春 ( 3 月 ) にかけてJ
土中よりほりだされていることは, 晩秋には羽化し
たものが, そのまま土中で越冬するようにも思われ
る。 この点も前記の2 近似種と生態がにているよう
である。
私はさきに,  ビロウドコガネとヒメビロウドコガ
ネについて, その徴分布の点で, 法み分けが行われ
ているのではないかとの意見を発表したが, 本種を
含めての3 種についても今後注意を続けてみたいと
思っている。 (束京都杉並区, 石田正明)
0 Necydalis 2 種の採集記録

1. Necydal is gigantea KANO オニホソコバネ
カ ミキリ

1 , 四「謳ﾎ鐘山 ,24.  vi i i958,lll島脚座夫氏採
集 ・ 所蔵。
本種は屋久島から北海道まで分布するが, 四国か
らは確実な採集記録の無かったものである。 ''it者は
京都市の鴨脚麼夫氏が石鐘山のかなり高所において
樹種不明の立枯木より採集された標本を確認した。
同氏の許可を得て報告しておく。

2. _Mec dahs formosana mim raf HAYAsHl
トガリバホソコバネカミキリ

1 6, 奈良県大台ヶ原山, 29. vii i969 ; 49 9,
同所, 8. vii i973, いづれも種者採集・ 所蔵。
本種は中村俊彦氏らによる食樹発見以来各地で容
易に採集されるようになったが, 大台ヶ原山より確
実な言2録は見当らず, 最近刊行された 「大杉谷・ 大
台ヶ原自然科学調査報告書」 (1972) にも記録されて
いないので一応報告しておく。 (字治市, 水野弘造)
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青森県産天牛類の覚え書

阿 部

青森県産天牛類のリストは, 下山 (民虫学評論,
16, 2~17,2, 1964) によるものが最も信頼出来る。
著者はこのリストをもとに, 靑森県内におけるいく
つかの資料を紹介する。 なお青森県には青森県博物
目録 (1941) があるが, 分類にかなり間題点があり,
学名が記されていないので, 現在のどの種にあたる
のか不明なものが多い。  したがってはっきりしてい
る種以外は除外した。
種名の同定は高桑正敏氏をわずらわしたものが多
い。  ここに同氏に深く感 中し上げる。
1. ツシマムナクポサビカミキリ Arh(:lpalus uni-

COlo「 (GAHAN)
l , 23. vi. 1967. 中里町, 灯火 ; l , 20.
viii.1969, 岩木山, 灯火。

2. オオク ロカ ミ キリ M'gas mumqladrieostu-
1atum KRAATZ.
l 9, 24. vii i971, 金木町, 灯火 ; 2 3 , 29.
v. 1965, 飯詰山 (五所川原市)。
金木町の採集は, 灯火に来たと思われるものであ
るが, 飯i法山のものは人工植裁によるヒノキの表弱
木から羽化脱出中のものであった。  ヒバの材からも
採集された。
3. Rhagium pseudojapomcum PoDANY

5 , 1 ,11. v. l970, 十二湖, 栖地光紀 ; l -o ,
4 9 9 , 12幼虫,  l , l6. vii i. l970,八甲田 (成虫
は死骸) ; 233 6 , 189 9 ,16. x. 1970, 八甲田。
十二湖の編地氏の採集はアカマツの伐木に飛来し
たものを採つたとぃう。 八甲田ではオオシラビソの
立枯木樹度をはいで採集したもので, ｼ商は9  月中旬
に羽化した。 そこで10月に再度採集を試み多数の成
虫を得た。 種名同定は青木重幸氏による。
4. ヒ メハナカ ミ キリ Pld0 'na m fata BATES

1 9 , 7. vi. 1970, 十和湖。
セスジヒメハナカミキリの中に1 頭だけ入ってお
り, 採集の状況等全く不明である。
5. ョコモソヒメハナカミキリPi doma insuturata

p ie
l 6, 15. vi. 1966,中里町 ; 3 ?)3 , l6. vi.1966,
十二湖 ; 22. vi. 1970, 13 2 9 9 , 同 ; 21. vi. 1969,
l , 同。
ミズキ,  アマニウの花からも採れたが,  イワガラ
ミ ,  ゴトウッ'ルの花には多いように思われる。はじ
めはミワヒメハナカミキリと混同されていた。
6. チビハナカミ キリ Grammoptera chalybeeua

BATES
1 , 23. v. l967, 十二湖 ; 1 9 , 2. vii i. 1968,

和田山 (大鰐町) ; 他多数。
ヤマモミジの花, ミズキの花に多い。大鯖町戸和田
山の記録が1 年で一番遅く, エソ'ニウの花から採集
した。  下山氏のリストには Gram. sp. となつてい

東

る。
7. ホクチチビハナカ ミキリ A1osterna tabacico1or

DEGEER.
1 9 , 16. vi. 1973, 追良瀬。
著者の手元には l_記の標本以外残っていない。  し
かし, 津軽半島でも4 個体以上を採集している。チ
ビハナカミキリの変異と考えていたが, 高桑氏は本
種と同定された。
8.   キモンハナカミキリ Leptura duodecimgut-

tata FABRにIUs
1 9, 22. vi. 1967,八甲田; 29, 28. vii i971,
酸ヶ i場 (八甲田) 福地光紀。
福地光紀氏の採集品を見て本種と確認した。

9. ナカネァ メイロカミキリ   Obrium nakanei
OHBAYASHI

l , 26. vil.  1966, 中里, 今純一 ; 1 9, 30.
vi i i966, 中里町, 今純一 ; 7 3 ?:, , l , 22. vi l.
1966, 金木町。
いづれも, センノキの材に飛来した。

10.  タカ オメ ダ カカ ミキリ Stenhomalus t akao-
Sm uS OHBAYASHI
1 , 3 9 9 , 13. v. l973, 十二湖。
ヤマモミ ジの花から採集した。

11.  トラフホソバネカミキリ 「hramusυanegat g
BATES
1 , 1 9, 16. viii.1966,十二湖, 近藤格 ; 2 9 9,
9. vii i. 1974, 大重子川, 賀谷修, 今純一。
十二湖ではヤチダモの材及び枯校を歩行中を採集,
大重子川ではブナの樹液から採集した。
l2.  トガリパアカネトラカミキリ AnaglyPtus ni-

ponensis BATES
l , 3 9 , 16. vi. 1966, 十二湖。
アマニウ,  ミズキの花から採集した。  この仲間の
うち, エソ'トラ ,  アカジマトラ ,  スギ,  アカネトラ
はすく'判別がっいたが, 本種とマツシタトラは, 以
前から本種は青森に居なぃとされてぃたためか混同
されていた。  したがって, 靑森県のリストの中に一
度も出て来ないが, マツシタトラカミキリを本種と
誤っていることが多い。本県ではどうゆうわけか,
トガリバアカネとマツシタトラカミキリとを逆にし
ている場合が多い。
13.  ヒ メシラオビカ ミキリ Pogonocherus fascicu

l atus DEGEER
1 6 , 3. v. l964, 梵珠山 ; l -0 , 12. v. l966, 金

木町, 鶴賀谷修。
ミズナラの材木から採集した.

14. ク リチ ビカ ミキリ Sybra kuri OHBAYAsHI et
HAYASHI
1 3 , 24. vi. 1973, 小泊村冬部沢。
カマツカの花から採集した。
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l5.  ジュウジクロカミキリ Clytosemta pulch「a
BATES

1 , 22. vi. 1968, 十二湖; 19, 8.viii.1973,
追良瀬川。
追良1額川では, サワクルミの細い粘技に静止して
いた。
16. ニセリ ンゴカ ミキリ chorea mtxta BATES

1 9, 26. vi. 1960, 座頭石 ('掾A前市 )。
以上のl6種について採集時の情況を加えてあげた
が,  このうちRhagiumについては青木 (1972) に
よって, 一者の採集品も加えて発表されている。
この他,  Mo1orchusに属する数種が, 最近高校
生によって採集されているというが, 標本を見ただ
けで詳しいことは知らない。   (青森県五所川原市)

0大警藤 でニセフタオビチビハナカミキリを採集
大書E産峠は日本でも Pidonta の・d富な産地の一
っであるが, 今まで本種の明らかな記録は知られて
いない。  しかし'種者等は大 r産峠付近で, 19頭の本
種を採集したので,  ここに報告する。

Pido,na testacea (MATSUSHITA) ニセフタオビ
ハナカ ミキリ

2 9 9 , 30. vi. l974, 斎藤秀生採集 ; 136 -
4 9 9 ,26. vii i975, 下村徹採集。
本種は, 大書産峠付近 (1700 - 1800 m)の針葉樹
林帯で採集したものであり, 長「i衛小屋以下の目川
林道では l 個体も採集できず, すべて, 本種に近縁
の P. puzi1oi (SoLsKY) フタオビチビハナカミキ
リであった。
なお,  この2 種については, 鞭翅の毛の密度及び
長さで区別した。

写真 左P testacea : 右P. 1)uzi1oi
(東京控t大, 斎藤秀生・ 下村微)

0アキオサムシの採集記録
A otomoPferi‘s fa.0omcMs cfiago l e;nsi

NAKANE アキオサムシ

l9 ,京都府芦生演習林野田畑, 14. viii. 1972,
筆者採集, 富永修氏所蔵。

近談地方のオサムシについては,  目浦91氏らによ
る調査報告 〔大阪市立自然科学博物館研究報告,25,
pp 27~42(1971)〕 で各種の分布概要はほぽ明らか
にされたが, それによればァキオサムシの分布はfl
庫県篠山が東限となっていた。 'l 者採集の上記標本
は予想外に東まで分布が拡つていたことを示したも
のであるが, 後日富永氏により同所より更に1 9 が
追加確認された由である。 ( 字治市, 水野弘造)
0シラホシカミキリの加害植物
1957年Iiiは束京都世田谷区岡本の多庫川に面した
急斜面はほとんどが雑本林であった。 その中に生え
ているガマズミは5 月頃にはほとんどの新芽がキク
スイカミキリにやられた菊の茎みたいにしおれてい
た。 その犯人はあたりによく見られるシラホシカミ
キリだろうと推定されたが, その加書現場を確かめ
る機会はなかなかなく , 実際に新芽をかじっている
のを見たのは1959年5 月になってからである。 シラ
ホシカミキリの加害i直物については成虫が種々 の広
葉樹の葉脈を線状にかじると云う記録はあるが, キ
クスイカミキリの様にガマズミの新納の先をしおれ
させると云う記録は全く見当らない。 私も各地でシ
ラホシカミキリを採っているが, いつも線状にかじ
った食 を残すものか, 薪や伐木に来たものばかり
で, この様に新相rを枯らすものは見たことがない。
しかも, 私の家のあたりにいたガマズミに加書する
シラホシカミキリは, 山地のものに較べて, 小型で
褐色部が淡く , 白斑が一般に不鮮明で, 特に雄では
著しい。 この型のものは1967年5 月中旬に伊豆御蔵
島でも採集したが, 他ではまだ見たことがない。 恐
らくは関東地方南部から伊豆, :前根地方を経て伊豆
諸島に至る地域に特有な型( 種? ) ではないかと考え
ているが, どなたか専門の方の御意見を伺えれば幸
である。なお, 岡本の本極の生息地は, 今では人家
が並び, ガマズミは研lながら残ってはいるが, 本種の
姿は全く見当らない。  (l-H ,/:科学l'lf物館, 黒沢良彦)
0 ミヤマナカポソタマムシの食樹
ミヤマナカポソタマムシ Coraebus mつntanuS

MIwA & CHuJ0, 1940の食樹については現在まで
確実 f」:報告がなかったが, l者はハイノキ科のタン
ナサワフタギ SymP1ocus argutidens NAKAIから
羽化脱出した1 9 を所蔵しているので報i したい。

1 9 , 静岡県天城山万二郎岳,  29. v. 1974, 和
泉敦夫採集。
標本を御提供下さった和泉敦夫氏に深謝する。

〔横浜市磯子区, 秋山黄洋〕

0サビノコギリゾウ石垣島に産す
サビノコギリソ'ウ 1n tma hi11eri RoELoFsは本
属中で最も特異な形態をしており,  n吻が非常に短
いことなどにより, 他種とは容易に区別出来る。本
種の分布は, 美大島, 九州, 四国, 本州からの記
録はあるが, 美大島以南の採集記録は聞かない。
筆者は石fifi島で本種を1 頭採集しているので, ここ
に記録しておく。 l 頭, 石垣島通路川, 29. 111. 1973。

(和歌山県補本中学校, 的場 積)
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0箱根神山でダイミ ョ ウマルズハネカクシを採集
タイミョウマルズハネカクシ (新称) Domene

daimto SHARPは1880年5 月に箱根宮の下で, Ge-
orge LEWISにより採集された1 雄の標本に基づい
て SHARP (1889) により記載発表された種である
が, その後本種についての知見は全く得られていな
い。  しかしながら, はからずも箱根神山西側斜面(標
高約1100m) の森林中の落葉下よ り本種を発見する
ことが出来たのでここに記録しておきたい。

2 6 , 39 9, 補根神山, 25. v. 1974 : 4 3 6 ,
1 , 同, 1.vi. 1974 ; 2 (・, , 2 9 9 , 同, 26.
v. 1975 ; 3 9 9, 同, 27. viii. 1975.
なお, 同時に多数のコマルズハネカクシDomene

curtipe,m,'s SHARPを採集することが出来たが, 構
根からは同属のオオマルズハネカクシD. crassicor-
ms SHARP も相根仙石原や千条の淹で採集されてい
る。 この種は本邦産同属の他種とは体長が大型なこ
と (12.5mm), 触角の長いこと, 頭部が細長いこと,
翅端部がtfi赤色を すること及び雄順部下面の第2
次性徴等により比較的容易に識別できる。

( 東京都町田市, 柴田泰利)
0コメツキムシの分布2 題
1. ムネァカッヤケシコメツキ MegaPenthes
OPacus CANDtZE

1 頭, 辞馬県i場検,y'川,2. vii i972, 鈴木7iL採集;
1 頭, 殻l島県検使岐 ,9.  vi .1975,  川田一之採集。
本種は北海適, 本州, 九州に分布することが知ら
れているが, 比較的 ,な種である。 者は上記の如

く , 群馬県産と川田一之氏
から恵与を受けた福島県産
の間体を検したので記録し
ておく。

2. ヒ メ ク ロ ナ ガコ メ ツ

キ El ate;r candezei (LE-
WIS) (写真参照)

l 頭, 群馬県湯検普川,
23. viii. 1974, 関口克己採
集。
本種は l881 年に LEWIS
が長崎で採集した個体に基
づいて同氏が1894年に記載
した種で, 現在のところ長

崎県と三重県からの記録があるにすぎない。筆者の
手許に関n克己氏よ り恵与を受けた上記の個体があ
るので報?'-しておく。
この短報を発表するにあたり種々 御教示いただい
た大平仁夫1専L-, 並びに標本を提供された上記両氏
に深く感謝いたします。

(東京機大, 鈴木 亙)
0和歌山市のスナサビキコリ
スナサビキコ リ Mensthus m ensis LEWIS,

1894は, 局地的分布を示すようで, 詳しいことは本
誌Nos 27. 28 で正木氏が記録されている。筆者は,
和歌l l」市淡薬種畑の石 工場敷地内で, 夜間 (21時
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~24時位, 大体24時を過ぎると, 夜務で草が湿り本
種は一頭も採集されない) 水銀灯下の草地 (全面砂
地) で, わずかIl富'30cm, 横150cm位の革のない砂
地で, 本年8 月24 日に12頭, 25 日に12頭, 30日に4
頭と31日に l 頭,  9 月 7 日に2頭,  8 日に2頭と 8
月下旬から9 月上旬にかけて比較的多数の本種を採
集しているので報告しておく。 また, 採集する際懐
中電燈の光を当てると, 非常に活発に行動し, 中型
(「)i義なみにすばやく障害物の下へ潜ってしまう。

(和歌山市, 平松広吉)
0マメクワガタの本州からの記録
マメクワガタ Figulus punctatus WATERHOUSE
の分布については, 九州南部, 対馬, 四国 (足招),
伊豆御蔵島, 台湾が知られている。 私は下記の如く
得たので報告する。

4頭 ( 2 ? , 2 )。和歌山県西率31部すさみ町稲
ift島, 7. ix.1975。
この島は間囲約 700 m, 標高68mの小島であった
が現在は防潮堤により陛つづきとなっている。 黑潮
の紀南分枝流があたる外洋には急斜面で, 内湾には
かなりゆるやかな浜で接している。 スタ'ジイ, タブ
を主にした林内には, オオタニワタリ, ハカマカズ
ラが自生し, 林縁の急斜面にはウパメガシの大径樹
が覆うなど, かなり安定した森林である。 マメクワ
ガタは尾根部で倒れていたゥバメガシ (径30cm) の
描木で見出した。 腕く- らいの太さの技は, 内部まで
やわらかく朽ちていて, その樹皮下に数頭ずつ, も
ぐりこんでいるという感じであった。 同じ株より,
アヤムネスジタマムシの食 ' も見つかっている。
本種同定のりj- を頂いた上, 極々御教 Jを員易つた黒
沢良彦氏, 御協力を頂いた乾風登氏に厚く御礼申し
l二げる次第である。 (和歌山県由良町, 吉田元重)

- <紹 介> -
Coleoptera:Staphylinidae Oxytelini f rom Cey-

lon. p. M. H AMMOND

(Ent. scand.Supp1., 4 : 141 -178. 1973--'75).
この論文は1g62年, Lund UniversityによるCey-

l on Expedition によってもたらされた資料を基礎
にした研究結果である。 者の P.M.HAMMONDは
現在, 大英博物館の昆虫部に動務し, ハネカクシ類
に関してl願広い研究を進めている気鋭の専門家で,
中根猛彦博士 (1972) の「欧米の自然史博物館を訪
ねて(2)」(.Ei虫と自然, 7(7) : 16 -19) でもそのプロ
フ ィ ールの一端が紹介されている。最近は, 世界中
の 0xytel inae セスジハネカクシ亜科に含まれる
各種を実際に検視し,  この亜科の系統について意欲
的な研究を続けているが, 上記論文もこの研究から
派生した一分技である。
本論文の内容はセイロン産0xyteliniセスジハネ
ヵクシ族に関する研究史が初めに紹介され, 次いで
同島産 0xytelini に含まれる t1, またそれら各属に
含まれる種の検索と解説が附され, さらに同島の
0xytelini 相の構成要素についての考察がなされて



いる。 これらの記述はハネカクシ類を専間に研究す
る者ばかりでなく分布等に関心を抱く同好者にとっ
ても興味ある内容と考えられる。また, 各種の解説に
は個体間の地理的変異にもふれているが, これは広
く世界中の主要な博物館に保管されている標本に基
づいている。従って, その中には日本産の個体も合ま
れており, その記録が口本からの新記録となってい
る種もある。 それと同時に, セイロン産 0xytel ini
の各種に附されている synonymy はハネカクシ類
を研究する者にとって見逃すことのできない部分で
これらは最後に Taxonomic summary としてもま
とめられている。それにはセイロン産 0xytelini 24
種の Synonymy が列記されているが, それらに関
連している16種が同物異名とされ, また2 種が所属
変更にともなう異物同名となった結果, それぞれに
新名が与えられている。 この様な措置がとられた極
の中には日本にも分布し, 図鑑等によって広く知ら
れた種も合まれているので下記の通り紹介すること
にした。
1. Oxytelus ferrugineus KRAATz, 1859
本極はインド及びセイロンから記載さ れた種で

1874年には SHARPによって口本からも記録された
(0.1aeoiorの名で兵庫から記録)。その後, 口本各地
から多くの採集記録が残されている様に, きわめて
普通に見られる種である。 HAMMONDは本種及びイ
ンド'から記破された 01り,fetus incissus MoTscH. ,
1857の双方のタイプ標本を比較検討した結果, これ
ら両種を同一種と見做し, 前者を後者の同物異名と
して取扱っている。 なお, 検視標本の中には小笠原
及び沖總産の個体が含まれているが,  これらの地域
は本種の分布地と して新記録である。
2. 0:x:ytelus akazaωaensts BERNHAUER, 1907
本種は目本の Akazawa (明確な位lf1は不明) か
ら得られた標本に基iづいて記載された種である。
HAMMONDは本種が東南アジアに分布している0:x;y-
felt‘s migrator FAuvEL, 1904 と同一種であろう
と述べているが, 前者が後者の同物異名であるとの
命名法上の措置は行つてぃなぃ。 それは日本から送
られた0. akazau'aensts の標本を検視した結果だ
けに基づく見解で, 米国のField Museum(Chica-
90) に保管されているタイプ標本を検視していない
ことに基づくものと判断される。
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3. Oryte1l‘s mgrlcePs KRAATz, l 859
本種はインド及びセイロンを模式産地として記載
され,  目本からも記録されている (産地不明)。  し
かし HAMMOND の検規標本の中には沖縄産の們体
が含まれており,  これは本種の分有i地として新記録
である。
4. 0:x;ytelusυar ipennis KRAATz, 1859
従来, 本種の分布地としては棋式産地であるセイ

i:;'ン以外は知られてぃ かったが, HAMMONDは検
説標本の産地としてインド!距l大陸, 中国及び日本を
あげている。 本種は好んで学i食動物の英に集来する
と記されているが, 現在までFl 本からは来記録であ
った。
5. 0:x;ytetus opacif rons SHARP,1874
本種はl l本から採集された個体に基づいて記載さ
れた種で, に集来する比較的 通な種である。
HAMMOND は本種が西アジア及び北東アジアに広く
分布している0xytelusbe'tgalensis ERlcHsoN,1840
と同一種であると見做し, 前者を後者の同物異名と
して取扱った。 但し, 体表上の構造には地理的変異
が認められ, 中国及びfl 本産個体ではこの構造が,
西アジア産のものと異なっていると指摘している。
6. AnOtylus mtidifrons (WOLLASTON), 1871
本種は St・ Helenaを棋式産地として記 さ れた

種で, 温暖な各地域に広く分布しているが,  口本か
らは未記録であった。 しかし HAMMONDの検視標
本の中には日本産の個体が合まれており,  これは本

l の分イii地として新記録である。
(東京農大, 渡辺泰明)

0訂正

前号の森田氏の報文のデータに校正のミスで誤り
がありました。お詑びしてIr]正します。

4. vi. 1975 - - , 4. iv. 1975
(觸集部 )

、 、 ー 一 _ - M / 一
、ー 黯  W一 一_  ?_  

甲虫談話会

会費 (1 カ年) 1000円, 次号は3 月中旬発行予定,
投稿 切は2 月10日。

発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公国

国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振替東京 60664

タッミの昆虫採

ドイツ型標本箱 木製大 ￥ 4,500, 桐合板
製インロー型標本箱中 ￥l,400, 送料一箱にっき
都内及び第一地帯:3簡以下￥750,4 個以上￥650
(以下同様), 第2地帶￥850, ￥650, 第3地帶
￥ 950, ￥750・ 其他, 各種器具, 針などを製作販
売してます。 カタログを御請求下さい。

タ   ツ   ミ   製作所
〒 113  東京都文京区湯島2-21-25
電 話 (03) 811 - 454-
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